








































































本論文はこの目的のために電界発光 (E L) 及び液品を用いた X-y表示方式による平板画像表示
装置の開発研究を表示材料，回路方式，デバイス特性の面から行った結果をまとめたものである。
第 1 段階として硫化亜鉛(銅添加)系の交流電界発光を用いた X-yマトリクス表示板について研
究を行い，走査時にブランキング・パルスドP jJU を併用することによって画像のコントラスト比を向上
させる方法を初めて提案し，これによってテレビジョン画像を実時間で表示することに成功している。




第 3 段階ではネマチック液品の動的散乱効果を利用した反射型液晶セルに MOSFET集積回路と蓄
積用コンデンサを組合せた小型ポータブルテレビジョン装置を試作し液晶の特性向上，走査，変調方
民の改良などに関する広範な開発研究を行い，実用上満足し得る成果を得ている。
以上述べたように本論文は平面型画像表示装置技術の基礎に関する多くの新知見を含み，電子デバ
イス工学に寄与する所が大き p。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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